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1.  平成21年3月期第2四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 790 ― △110 ― △100 ― △96 ―

20年3月期第2四半期 793 △8.5 △120 ― △109 ― △41 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △18.33 ―

20年3月期第2四半期 △7.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 2,256 1,990 88.2 379.97
20年3月期 2,413 2,131 88.3 406.91

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  1,990百万円 20年3月期  2,131百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 7.50 7.50
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 7.50 7.50

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,060 18.8 54 ― 76 ― 70 ― 13.37

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注） 詳細は、３ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  5,404,592株 20年3月期  5,404,592株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  167,138株 20年3月期  167,048株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第2四半期  5,237,454株 20年3月期第2四半期  5,237,594株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、３ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ３．業績予想に関する定性的情
報をご覧ください。 
２．当事業年度より 「四半期財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第12号）及び 「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  
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定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

　世界同時不況といった感もある第２四半期会計期間は、当社の客先においても投資手控え、あるいは開発の延期な

どによる仕様変更によって納期（売上計上）の期ズレがおきています。また、事業の撤退に伴う業界再編もあり、他

方原油高騰、諸物価の値上がりは当社客先である電機メーカー、自動車関連などの製品戦略見直しなど直撃といって

いい影響が出ていますが、社内的な予算としては想定内となっています。

　通信関連につきましては、汎用通信ボードに関しては前年度に受注残があり、カスタマイズする開発を継続中です。

ISDN通信ボードは前年度のコンビニPOS向けに納入した製品の保守並びに小口展開が主となっています。

　この結果、売上高は33百万円となりました。

　ソフトウェア製品関連では、新規大口案件は徐々に増加しております。今期に入り新規の引き合いに加え、新たな

ライセンス収入の案件もありました。４月に販売開始いたしました新しい SMIFA08（商標名＝Embedded SIP：ネット

上の音声データの通信と制御用の規格）はファーストカスタマーにて稼動し、今後に期待がもてます。

　なお、前事業年度まで区分掲記しておりました「リアルタイムＯＳ」は、重要性がなくなったため、「インターネッ

トプロトコル」と合計して「ソフトウェア製品」として表示することにしました。

　この結果、売上高は91百万円となりました。

 　一方、SI(カスタマイズ)関連につきましては、自動車関連、電気メーカー関連、通信関連の受注が、第２四半期会

計期間の売上に寄与しており、第３四半期会計期間以降の売上も順調に推移予定です。

　この結果、売上高は2億79百万円となりました。

　他方、システムソリューション（受託）関連につきまして、主要客先における投資減はあるものの、売上計上は概

ね順調に推移しております。

　この結果、売上高は1億66百万円となりました。

　以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は、5億78百万円となり、営業利益は 37百万円、経常利益は41百万円、

四半期純利益は46百万円となりました。

　なお、平成21年３月期第１四半期に係る経営成績に関する定性的情報については、平成21年３月期第１四半期決算

短信（平成20年８月５日開示）をご参照ください。

２．財政状態に関する定性的情報

 キャッシュ・フロー等の状況について

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の減少48百万円（前年

同期比82.2％減少）、投資有価証券売却による収入30百万円（前第２四半期累計期間は無し）があったものの、税引

前四半期純損失99百万円（前年同期比89.5％増加）、たな卸資産の増加70百万円（前年同期比51.5％増加）、役員退

職慰労引当金の減少30百万円（前第２四半期累計期間は8百万円の増加）、配当金の支払39百万円（前年同期比25.0％

減少）等により、前事業年度末と比較して1億41百万円減少し、当第２四半期会計期間末の資金は、10億17百万円とな

りました。

　また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次の通りであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果使用した資金は1億26百万円（前第２四半期累計期間は1億98百

万円の獲得）となりました。

　これは主に、売上債権の減少48百万円があったものの、税引前四半期純損失99百万円、たな卸資産の増加70百万

円、役員退職慰労引当金の減少30百万円等によるものです。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果獲得した資金は23百万円（前年同期比34.6％減少）となりまし

た。

　これは主に、投資有価証券売却による収入30百万円によるものです。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果使用した資金は39百万円（前年同期比25.0％減少）となりまし

た。

　これは主に、配当金の支払39百万円によるものです。
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３．業績予想に関する定性的情報

  汎用／ISDN通信ボードについては、製品そのもののライフサイクルはすでに終息状態に入っているものの、POSの買

替えに伴う商談もあり、波はあるものの底堅い需要はあります。

　インターネットプロトコル関連では、次世代の携帯端末・カーナビ、家電製品の情報端末化が具体化し始めており、

ソフト開発を中心として引き合いも多くなってきております。さらに客先のニーズをとらえ、４月に発売したSMIFA08

(商標名＝Embedded SIP：ネット上の音声データの通信と制御用の規格)や秋に発売予定のIPsec(インターネット上の

セキュリティ)を完成品に付加できる製品など、製品ラインの充実は功を奏しており、着々と業界における確固たる地

位を獲得しております。一方、これら製品をベースにしたシステムインテグレーションは経験や幅広い知識に裏づけ

された高い信頼性をテコに広く受注活動を進めてまいります。

　TCP/IPミドルウェアのトップサプライヤーの立場を堅持する方針から、利益圧迫要因ではあるものの今期も製品開

発投資は継続し、市場の展開に備えてまいります。また昨年提携いたしました株式会社シーイーシーとのコラボレー

ションに加え、本年度は株式会社図研が当社株式の27％超を保有することによる持分法適用関連会社として、さらに

同社から２名の役員を受け入れ、共同開発、技術協力、あるいは販売協力を進めてまいる所存です。

　当第２四半期の業績は、売上原価増加により多少の差異（減少）があるものの、当社の場合、季節的変動を考慮に

入れ期末に向けて各案件が納入されていくことから、今後の経営努力によりキャッチアップ可能と考えており、また

粗利率の改善を見込み、期初に掲げました業績予想は、達成可能と考えております。

４．その他

（１）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

②　たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失は、それぞれ10,419千円増加しております。
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 208,996 351,915

受取手形及び売掛金 543,823 592,173

有価証券 808,695 807,031

商品及び製品 49,099 31,348

仕掛品 96,970 35,535

原材料 3,216 11,998

その他 66,625 50,640

貸倒引当金 △100 △100

流動資産合計 1,777,327 1,880,543

固定資産   

有形固定資産 89,363 92,522

無形固定資産 63,227 81,833

投資その他の資産   

投資有価証券 277,516 314,755

その他 54,319 48,901

貸倒引当金 △5,279 △5,279

投資その他の資産合計 326,556 358,378

固定資産合計 479,148 532,733

資産合計 2,256,475 2,413,277
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 83,431 72,032

未払法人税等 6,778 9,531

賞与引当金 37,894 34,850

製品保証引当金 14,115 13,441

受注損失引当金 7,540 －

その他 62,938 67,280

流動負債合計 212,698 197,136

固定負債   

退職給付引当金 31,622 32,214

役員退職慰労引当金 21,889 52,552

その他 190 190

固定負債合計 53,702 84,956

負債合計 266,400 282,093

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,202,036 1,202,036

資本剰余金 1,031,862 1,031,862

利益剰余金 △43,364 91,918

自己株式 △99,236 △99,206

株主資本合計 2,091,297 2,226,611

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △101,221 △95,427

評価・換算差額等合計 △101,221 △95,427

純資産合計 1,990,075 2,131,183

負債純資産合計 2,256,475 2,413,277
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 790,098

売上原価 542,492

売上総利益 247,606

販売費及び一般管理費 357,617

営業損失（△） △110,011

営業外収益  

受取利息 8,999

受取配当金 90

為替差益 57

その他 1,916

営業外収益合計 11,063

営業外費用  

投資事業組合運用損 1,349

営業外費用合計 1,349

経常損失（△） △100,297

特別利益  

固定資産売却益 246

投資有価証券売却益 359

特別利益合計 605

特別損失  

固定資産除却損 27

特別損失合計 27

税引前四半期純損失（△） △99,719

法人税、住民税及び事業税 2,881

法人税等調整額 △6,598

法人税等合計 △3,717

四半期純損失（△） △96,001
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 578,942

売上原価 360,955

売上総利益 217,987

販売費及び一般管理費 180,512

営業利益 37,474

営業外収益  

受取利息 4,561

その他 672

営業外収益合計 5,233

営業外費用  

投資事業組合運用損 1,349

為替差損 98

営業外費用合計 1,447

経常利益 41,260

特別利益  

固定資産売却益 246

投資有価証券売却益 359

特別利益合計 605

特別損失  

固定資産除却損 16

特別損失合計 16

税引前四半期純利益 41,849

法人税、住民税及び事業税 1,440

法人税等調整額 △5,940

法人税等合計 △4,500

四半期純利益 46,349
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △99,719

減価償却費 14,561

のれん償却額 8,363

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,044

製品保証引当金の増減額（△は減少） 673

受注損失引当金の増減額（△は減少） 7,540

退職給付引当金の増減額（△は減少） △592

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,662

受取利息及び受取配当金 △9,089

為替差損益（△は益） △115

投資事業組合運用損益（△は益） 1,349

固定資産売却損益（△は益） △246

固定資産除却損 27

投資有価証券売却損益（△は益） △359

売上債権の増減額（△は増加） 48,349

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,404

仕入債務の増減額（△は減少） 11,399

その他 △15,927

小計 △131,808

利息及び配当金の受取額 9,211

法人税等の支払額 △3,570

営業活動によるキャッシュ・フロー △126,166

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,218

有形固定資産の売却による収入 929

無形固定資産の取得による支出 △1,129

投資有価証券の売却による収入 30,453

貸付金の回収による収入 393

敷金及び保証金の差入による支出 △5,532

投資活動によるキャッシュ・フロー 23,896

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △30

配当金の支払額 △39,070

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,101

現金及び現金同等物に係る換算差額 115

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,255

現金及び現金同等物の期首残高 1,158,947

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,017,691

- 5 -



　当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

－ 1 －



「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間損益計算書

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  793,087 100.0

Ⅱ　売上原価  492,992 62.2

売上総利益  300,095 37.8

Ⅲ　販売費及び一般管理費  420,874 53.0

営業損失  120,779 △15.2

Ⅳ　営業外収益  13,080 1.6

Ⅴ　営業外費用  1,522 0.2

経常損失  109,221 △13.8

Ⅵ　特別利益  57,370 7.2

Ⅶ　特別損失  767 0.0

税引前中間純損失  52,618 △6.6

法人税、住民税及び事業税 3,496   

法人税等調整額 △14,368 △10,872 △1.3

中間純損失  41,746 △5.3

－ 2 －



（２）中間キャッシュ・フロー計算書

前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前中間純損失 △52,618

減価償却費 17,360

のれん償却費 8,363

貸倒引当金の減少額 △56,651

賞与引当金の増加額 5,459

製品保証等引当金の増加額 15,300

退職給付引当金の減少額 △827

役員退職慰労引当金の増加額 8,093

受取利息及び受取配当金 △10,667

投資組合投資損失 1,373

為替差損 89

受取保険金 △719

固定資産除却損 25

投資有価証券評価損 742

売上債権の減少額 272,282

たな卸資産の増加額 △46,477

仕入債務の減少額 △3,338

その他資産の減少額 19,017

その他負債の増加額 11,390

小計 188,196

利息及び配当金の受取額 10,656

保険金受取額 719

法人税等の支払額 △868

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,704

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,357

無形固定資産の取得による支出 △19,202

長期貸付金の回収による収入 547

破産債権等の回収による収入 56,651

その他 △100

投資活動によるキャッシュ・フロー 36,539

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △20

配当金の支払額 △52,120

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,141

－ 3 －



前中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（百万円）

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 △89

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 183,012

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 966,508

Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末残高 1,149,521

（３）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

－ 4 －



６．その他の情報

（１）追加情報　

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（受注損失引当金）

　当第２四半期累計期間において、ソフトウェアの請負契

約に基づく開発中の案件に、第２四半期累計期間末以降に

損失の発生が確実に見込まれる開発案件が確認されたため、

合理的に見積もることができる損失見込額を計上しており

ます。

この結果、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失

及び税引前四半期純損失は、それぞれ 7,540千円増加して

おります。

（２）注記事項　

（四半期貸借対照表関係）　

当第２四半期累計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、125,451千円であ

ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、128,438千円であ

ります。

－ 5 －



（四半期損益計算書関係）　

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．当社の売上高は、通常の営業形態として、第４四半

期会計期間に完了する業務の割合が多いため、四半期

会計期間毎の売上高に季節的変動があります。

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

給与手当 109,466千円

賞与引当金繰入額 7,478

役員退職慰労引当金繰入額 4,201

研究開発費 34,535

研修活動費 42,484

減価償却費 10,385

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．当社の売上高は、通常の営業形態として、第４四半

期会計期間に完了する業務の割合が多いため、四半期

会計期間毎の売上高に季節的変動があります。

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

給与手当 55,346千円

賞与引当金繰入額 3,739

役員退職慰労引当金繰入額 1,320

研究開発費 20,841

研修活動費 19,588

減価償却費 5,195

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）　

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 208,996

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資（有価証券）
808,895

現金及び現金同等物 1,017,691

－ 6 －
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